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2021年 11月 22日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 エ コ ミ ッ ク 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  熊 谷  浩 二 

コ ー ド 番 号  3802 ＪＡＳＤＡＱ・札証アンビシャス 

本 社 所 在 地  札 幌 市 中 央 区 大 通 西 八 丁 目 １ － １ 

朝 日 生 命 札 幌 大 通 ビ ル 

問 合 せ 先  取 締 役 管 理 部 長  荒 谷  努 

電 話 番 号  011－206－1103 

（ Ｕ Ｒ Ｌ  https://www.ecomic.jp/） 

 

新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書 

 

 

当社は、2022 年４月に予定される株式会社東京証券取引所の市場区分の見直しに関して、本日スタ

ンダード市場を選択する申請書を提出いたしました。当社は、移行基準日時点（2021 年６月 30 日） 

において、当該市場の上場維持基準を充たしていないことから、下記のとおり、新市場区分の上場維持

基準の適合に向けた計画書を作成いたしましたので、お知らせいたします。  

 

記 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

  当社の移行基準日時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおりと

なっており、流通株式時価総額については基準を満たしておりません。当社は、流通株式時価総額に

関しては、2024年3月期に基準を達成すべく各種取り組みを進めてまいります。 

 

 ＜新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結果＞ 

 株主数 

(人) 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額 

（円） 

流通株式比率 

（％） 

当 社 の 状 況 

（ 移 行 基 準 日 時 点 ） 
1,466 8,608 946,420,720 45.6 

上 場 維 持 基 準 400 2,000 1,000,000,000 25.0 

適 合 状 況 適合 適合 不適合 適合 

（注）株主数及び流通株式数は2021年３月31日時点、流通株式時価総額算出の根拠となる株価は2021年４月から６月の

日々の最終価格の平均値（小数点以下第二位以下、省略）を基に算出した549.6円（2021年４月１日付１株につき

２株の株式分割を行なっております。）により算出しております。 
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   ＜（参考）当社において算出した上場維持基準への適合状況に関する判定結果＞ 

 株主数 

(人) 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額 

（円） 

流通株式比率 

（％） 

当 社 の 状 況 

（ 移 行 基 準 日 時 点 ） 
1,466 7,216 793,259,664 38.3 

上 場 維 持 基 準 400 2,000 1,000,000,000 25.0 

適 合 状 況 適合 適合 不適合 適合 

  （注）当社において、＜新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結果＞にある流通株式数か

ら特別利害関係者等が保有する株式数を除き算出した表となります。 

 

２．上場維持基準の適合に向けた取組みの基本方針、課題及び取組内容 

上場維持基準の適合に向けた取組みの基本方針としましては、持続的な成長による企業価値の向上

の実現、コーポレートガバナンス・コード全原則適用に伴うコーポレートガバナンスの一層の充実及

びＷＥＢ会社説明会の開催や当社ホームページ上での迅速且つ積極的な情報開示を行うなどのＩＲ活

動の強化によって、スタンダード市場のすべての基準の充足を目指し、取り組んでまいります。 

  流通株式時価総額の上場維持基準適合に向けての課題としましては、１株当たり当期純利益の増加

に伴って時価総額を増加させることについて以下の取組みを行なうことにより解決していきたいと考

えております。 

 

  １株当たり当期純利益の増加に伴う時価総額増加の取組み 

   当社を取り巻く人事業務アウトソーシング市場の動向としましては、就労人口減少をきっかけと

した間接業務に係る労働時間削減及びコスト削減への取組みに加え、昨今の働き方改革やＤＸ推進

など働き方そのものを抜本的に見直す取組みの一環として今後も成長拡大していくものと考えてお

ります。当社グループにおきましては、売上高は過去１１期連続での増収、親会社株主に帰属する

当期純利益は３期連続での増益、当連結会計年度におきましても増収増益の計画であります。中期

経営計画は公表しておりませんが、前述の通り人事業務アウトソーシング市場は拡大していくこと

が見込まれること、そのような環境のなかで当社グループとしましてはＷＥＢプロモーションの有

効利用や営業部門の人員強化等により企業の間接業務の生産性向上やＢＣＰ対策としてのアウトソ

ーシングの提案を継続的に行うことで充分に拡大余地はあると考えております。それに伴い、売上

高、各利益及び１株当たり当期純利益を上昇させることにより、時価総額の増加が図れ、あわせて

流通株式時価総額を増加することができると考えております。 
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＜各種指標（連結） 推移＞ 

 
2018年３月期 

（実績） 

2019年３月期 

（実績） 

2020年３月期

（実績） 

2021年３月期

（実績） 

 2018年3月期～

2021年3月期平均

成長率（％） 

売上高（千円） 970,243 1,076,100 1,305,905 1,576,766  17.6 

営業利益（千円） 67,072 94,987 135,350 151,903  31.3 

経常利益（千円） 72,709 102,162 144,337 137,157  23.6 

親会社株主に帰属する当

期純利益（千円） 
55,440 76,799 98,276 101,205 

 
22.2 

１株当たり純資産額

（円） 
176.50 194.98 217.97 268.24 

 
15.0 

１株当たり当期純利益

（円） 
17.30 23.93 30.60 27.21 

 
16.3 

期末日時価総額（千円） 1,388,890 1,218,650 1,229,889 2,259,428  － 

 

 2018年３月期 

（実績） 

※参考 

2019年３月期 

（実績） 

2020年３月期

（実績） 

2021年３月期

（実績） 

 2019年3月期～

2021年3月期平均

率（％） 

株価収益率(倍) 25.03 15.86 12.51 22.01  16.8 

株価純資産倍率（倍） 2.45 1.95 1.76 2.23  2.0 

 （注）2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これらの株式分割が2018年３

月期の期首に行われたと仮定し、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 ＜上表からの流通株式時価総額理論値＞ 

 2022年３月期 

（理論値） 

2023年３月期 

（理論値） 

2024年３月期 

（理論値） 

売上高（千円）（注）１ 1,850,000 2,175,000 2,557,000 

親会社に帰属する当期純利益（千円）（注）１ 128,000 156,000 191,000 

1株当たり当期純利益（円）（注）１ 33.93 39.46 45.89 

株価収益率(倍) （注）２ 16.8 16.8 16.8 

株価純資産倍率（倍）（注）２ 2.0 2.0 2.0 

期末理論値株価（円）（注）３ 570 663 771 

時価総額（千円） 2,164,597 2,517,769 2,927,903 

流通株式比率（％）（注）４ 38.6 38.6 38.6 

流通株式時価総額(千円) 835,534 971,858 1,130,170 

 （注）１．2022年３月期の売上高、親会社に帰属する当期純利益、１株当たり当期純利益は2021年５月13日公表の2022

年３月期の連結業績予想の値としております。2023年３月期及び2024年３月期の売上高、親会社に帰属する当

期純利益、1株当たり当期純利益は上表の2018年3月期～2021年3月期平均成長率を基に算出しております。 

    ２．株価収益率及び株価純資産倍率は＜各種指標（連結） 推移＞により算出した理論値としております。 
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    ３. 期末理論値株価は株価収益率×1株当たり当期純利益により算出しております。 

    ４. 流通株式比率は2021年６月時点と同比率としております。 

 

 

以 上 

 


